
『エクセル基礎-問題集-』

こちらのコースは『エクセル基礎』を修了した方の総まとめ問題集となります。
まだ『エクセル基礎』を修了していない方は、まずはそちらのコースを受講する事をお勧め致します。

それでは次ページよりさっそく始めましょう！
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練習問題１

データをダウンロード出来たら、「【完

成図】練習問題１」シートを開きましょ

う。

このシートにある表が問題１のゴールと

なります。

隣のシートに「練習問題１」がございますので、そちらのシートを編集していきましょう。



練習問題１

■ １、D12セル～E12セルに「前年度売上」と「2018年度売上」の合計を計算しましょう。

■ ２、D13セル～E13セルに「前年度売上」と「2018年度売上」の平均を計算しましょう。

■ ３、D14セル～E14セルに「前年度売上」と「2018年度売上」の最大値を出力しましょう。

■ ４、D15セル～E15セルに「前年度売上」と「2018年度売上」の最小値を出力しましょう。

D5セル～E15セルは表示形式を「通貨（￥）」に設定しましょう。

■ ５、F5セル～F13セルに「前年比」を計算しましょう。

前年比の計算は「2018年度売上」÷ 「前年度売上」です。

更に計算した「前年比」をパーセントスタイルに設定し、小数点第一位まで表示しましょう。

■ ６、 「2018年度売上(6千万以上)」（G5セル～G11セル）にはIF関数を使用して、 「2018年度売上」が６千

万円以上の場合は“〇”とし、そうでない場合は“△”としましょう。

■ ７、「前年比100%以下」 （H5セル～H11セル）にはIF関数を使用して、 「前年比」が100%以下の場合は

“〇”とし、そうでない場合は“△”としましょう。



練習問題１

■ ８ 、 B1セルのタイトル「支店別売上表」の文字サイズを「２２」に設定しましょう。

■ ９ 、 タイトルはB1セル～F1セルまで「結合して中央揃え」にしましょう。

■ １０ 、B5セルの「東京」→B5セル～B7セル

B8セルの「神奈川」→B8セル～B9セル

B10セルの「千葉」→B10セル～B11セル

B12セルの「合計」→B12セル～C12セル

B13セルの「平均」→B13セル～C13セル

B14セルの「最大値」→B14セル～C14セル

B15セルの「最小値」→B15セル～C15セル

上記のセルを「結合して中央揃え」にしましょう。

■ １１ 、 B４セル～H15セルまで罫線「格子」を引きましょう。

■ １２ 、 B12セルの合計の上の線は「太罫線」に設定しましょう。



練習問題１

■ １３ 、結合したB1セルのタイトルに「太字」「フォントカラー（白、背景１）」「塗りつぶしの色（緑、ア

クセント６、黒＋基本色25%」を設定しましょう。

■ １４ 、 B4セル～H4セルの見出しに「太字」「中央揃え」「フォントカラー（白、背景１）」「塗りつぶし

の色（緑、アクセント６、黒＋基本色25%）」を設定しましょう。

■ １５ 、結合したB5セル～結合したC15セルに「塗りつぶしの色（緑、アクセント６、白＋基本色80%）」を

設定しましょう。

■ １６ 、 C5セル～C11セルに「中央揃え」を設定しましょう。

■ １７ 、 F14セル～F15セル、G12セル～H15セルは不要なので「罫線（斜線）」を引きましょう。



隣のシートに「練習問題２」がございますので、そちらのシートを編集していきましょう。

練習問題２

「【完成図】練習問題２」シート

を開きましょう。

このシートにある表が問題２の

ゴールとなります。



練習問題２

■ １ 、 「送料合計金額（E9セル～E17セル）」の合計金額を計算しましょう。

「商品個数（D9セル～D17セル）」 × 「送料単価（C3セル）」 ＝ 「送料合計金額」

「送料単価」は絶対参照としましょう。

■ ２ 、 IF関数を使用して「送料が2000円以上（F9セル～F17セル）」を出しましょう。

2000円以上には“〇”、そうでない場合は””（空白）を表示させましょう。

■ ３ 、 IF関数を使用して「送料が4000円以上（G9セル～G17セル）」を出しましょう。

4000円以上には“〇”、そうでない場合は””（空白）を表示させましょう。

■ ４ 、 「送料2000円未満の人数（C4セル）」を出しましょう。

 COUNTBLANK関数を使用して「送料が2000円以上（F9セル～F17セル）」の空白を数えます。

■ ５ 、 「送料4000円未満の人数（C5セル）」を出しましょう。

 COUNTBLANK関数を使用して「送料が4000円以上（G9セル～G17セル）」の空白を数えます。



練習問題２

■ ６ 、 「送料合計最大値（F4セル）」は「送料合計金額（E列）」の最大値を出しましょう。

■ ７ 、 「送料合計最小値（G4セル）」は「送料合計金額（E列）」の最小値を出しましょう。

■ ８ 、 「送料が2000円以上の件数（F6セル）」は「送料が2000円以上（F列）」を元に数えましょう。

※ヒントはシート内に記述があります。

■ ９ 、 「送料が4000円以上の件数（G6セル）」は「送料が4000円以上（G列）」を元に数えましょう。

※ヒントはシート内に記述があります。



隣のシートに「練習問題３」がございますので、そちらのシートを編集していきましょう。

練習問題3

「【完成図】練習問題３」シートを開

きましょう。

このシートにある表が問題３のゴール

となります。



練習問題３

※「練習問題３」はフィルターの使用のための練習問題です。

■ １ 、 「「ワード」セミナーの開催日数（C30セル）」には、フィルターを使用して、「分類」が「ワード」

になっているセミナーの日数（行数）を数えましょう。

※フィルターの使用を練習としているため、フィルターを使用して表示された件数を実際に数えてキー

ボードで入力しましょう。

■ ２ 、 「定員が２５名以上の開催日数（C32セル）」には、フィルターを使用して、「定員」が「25以上」に

なっているセミナーの日数（行数）を数えましょう。

※フィルターの使用を練習としているため、フィルターを使用して表示された件数を実際に数えてキー

ボードで入力しましょう。



練習問題３

■３ 、 「受講率が95%以上の開催日数（C34セル）」には、フィルターを使用して、「受講率」が「95%以

上」になっているセミナーの日数（行数）を数えましょう。

※フィルターの使用を練習としているため、フィルターを使用して表示された件数を実際に数えてキー

ボードで入力しましょう。

■ ４ 、 「合計金額が50000円以上の開催日数（C36セル）」には、フィルターを使用して、「合計金額」が

「50000円以上」になっているセミナーの日数（行数）を数えましょう。

※フィルターの使用を練習としているため、フィルターを使用して表示された件数を実際に数えてキー

ボードで入力しましょう。



練習問題３

■５ 、 「条件付き書式」を利用して、「受講率」が100%より大きいセルに「濃い黄色の文字、黄色の背景」

を設定しましょう。

■６ 、 「条件付き書式」を利用して、「合計金額」の下位１０項目に「明るい赤の背景」を設定しましょう。
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